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◆約700人/日のターミナル利用料金収受を行う支払センター業務の
オンライン化を促進。NPCT1にてシステム（Express Container 
Online NPCT1、通称ECON）を自社開発。

◆構内のプロット毎の混雑度合いとターミナルに出入りする車両の
待ち台数を見える化するため、データ分析プラットフォームTableauを
導入済。

◆同一トラックが、1回の輸送において、輸出入コンテナ両方の貨物を搬
入・搬出する“Dual Cycle”を推進するため、トラックプラットフォーマー
やフォワーダーとのトライアルを実施中。

◆オペレーションの効率化、顧客利便性向上を
目指しDXに取組中。

産業関連[Data Driven Initiative at Container Terminal]

コンテナターミナル運営のデジタル化 NPCT1’s Billing Evolution
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NPCT1はECONを活用したDX取組が評価され、港湾局より
デジタル化大賞2022を受賞（2023年1月22日）
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